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EC向け施策
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プロモーション全体像
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プロモーション全体像

- 着眼点

米国のIT企業を発端として、「ミレニアル世代×オフィスワーカー」はマインドフルネスに関心が高いことと、

他国産と比べ、日本産緑茶に含まれるテアニンの豊富さ及びその効果に着目しました

（※）「マインドフルネス」とは、今、この瞬間に集中できる状態のこと。禅の瞑想をベースとしている。

＜緑茶に含まれるテアニンについて＞
• 緑茶には、リラックス効果をもたらすテアニンが含まれている
• 緑茶の中でも、特に日本茶はテアニンが豊富である
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図：日本茶と中国茶の浸出液100mlに含まれるテアニン量の比較

※注：当グラフは乾燥した茶葉に含まれるテアニン量ではなく、茶を一定条件で抽出した場合に、
浸出液にどの程度の濃度でテアニンが含まれていたか（テアニン浸出率）を示す。
日本茶は、よく揉まれているため、中国茶と比べて、テアニンが溶出される成分が多い。

北米企業の間で広がるマインドフルネス
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日本茶

ECサイト

マインド
フルネス
ビバレッジ

オンライン施策

➢ デジタル広告出稿
➢ インフルエンサー起用
➢ プロモーションサイトやInstagram

でのコンテンツ配信
➢ シームレスな販売の仕組み

ポジショニング確立

ミレニアル
世代

オフィス
ワーカー

SDGs
高関心層

ターゲット

プロモーション全体像

- 目的と戦略

ターゲットとする米国の「ミレニアル世代×オフィスワーカー」に、主に４つのオンライン施策を通じて

「日本茶＝マインドフルネス・ビバレッジ」のコンセプトを浸透させ、ECサイトでの購入を目指しました
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＜ロゴ＞

サイズが小さくともターゲットの目に付きやすいように、
人の顔をモチーフにしています
(2017年度に作成し、2021年度も継続利用)

日本茶を他国産緑茶と差別化し、ロゴを見ると、「日本茶＝マインドフルネス・ビバレッジ」を

思い起こさせることを目指して、各所でロゴを掲示しプロモーションを実施しました

プロモーション全体像

- ロゴ
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施策内容と成果
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施策内容と成果

- 全容

認知 興味・関心 購入意向 購入

JFOODO
プロモーションサイト

インフルエンサー
起用

デジタル広告

ECサイト

Shop now

Amazon storefront

診断コンテンツ 生産者ストーリー

インフルエンサーやデジタル広告の活用により、広く日本茶の認知、興味・関心を喚起した上でプロモーションサイトへ

誘導し、コンセプトの訴求や最適商品の提案、生産者ストーリーの紹介を経て、購入数増を目指しました
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施策内容と成果

- インフルエンサー起用

●インフルエンサー：ダニエラ・モネ氏（@daniellamonet）

投稿後、日本茶に関するコメントやマインドフルネス
に関連するコメントが、計368件きており、日本茶に
おけるベネフィットの深い理解に繋がりました

女優・ブロガー・ビジネスウーマンとして米国で活躍するダニエラ・モネ氏を起用し、Instagramの活用により、

多くの米国消費者に日本茶の認知を高め、コンセプトの認知及び興味・関心に繋げました

既に日本茶のファンであるモネ氏より、日本茶の飲用
スタイルや日本茶の茶種ごとの特徴を、3回に渡るス
トーリーズ動画やフィード投稿を通して彼女の口から
説明しました

●メガインフルエンサーによるPR

フォロワー 435.9万人にリーチ
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施策内容と成果

- プロモーションサイト

●Journal:生産者特集(例)●診断コンテンツ(例)

日本茶に興味・関心を示した層を購入意向へと向かわせるため、自分の好みに合った最適な日本茶を提案する

診断コンテンツ、生産者の想いやストーリーを伝えるコンテンツ等を多数配信しました
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施策内容と成果

- Instagram

●特にエンゲージメント率の高かった投稿例●JFOODO日本茶公式Instagram@justteayourself

コンテンツの質的・量的な強化として、JFOODO日本茶公式Instagramにタイプの異なるコンテンツを

多数配信しました

茶種や淹れ方の紹介

生産者のストーリー

インフルエンサー

日本語コンテンツ

コンテンツのタイプ
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施策内容と成果

- デジタル広告/ECサイト

デジタル広告を適切な相手/内容/タイミングで投下する都度の最適化を求め、購入意向を持ったターゲットが

ストレスなく商品購入できる仕組みを構築したことにより、ECサイトでの購入数は前年比1.6倍となりました

認知 興味・関心 購入意向 購入

ECサイト

Amazon storefront

デジタル広告

Amazon内JFOODO特設サイトでの購入数は

2020年度比1.6倍

※デジタル広告で最終的な購入数が分かるのはAmazon広告・Amazon storefrontページ経由のみ
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施策内容と成果

- プロモーション全体の成果

JFOODO日本茶プロモーション・EC向け施策により、米国消費者における「日本茶=マインドフルネス・ビバレッジ」の

コンセプト認知率は微減したものの、プロモーション接触率及び購入意向率は高まり、購入数増に繋がりました

プロモーション接触率

＜

購入意向率

93％ 98％＜

2020年度 2021年度

50％46％

4ptアップ

5ptアップ

：プロモーション接触者のうち「日本産の緑茶をどの程度購入したいと
思いますか」という質問に対する回答上位2項目の割合

：各施策にひとつでも接触した割合。
尚、全施策に接触したのは、9.2%であった

出所：JFOODOプロモーション効果測定調査（2022年1月実施）
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外食向け施策
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プロモーション全体像
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プロモーション全体像

- 着眼点

出所：2022年1月、Business Insider
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図：米国におけるノンアルコール飲料の売上金額推移と予測

出所：2021年10月 statistaよりJFOODO作成

米国ではミレニアル世代を中心に、アルコールを飲まない若しくは
意識的に少量しか飲まない「Sober curious」というライフスタイルを
選択する人々が増加している

ミレニアル世代を中心とした健康意識の高まりにより、外食時にアルコールを注文しない人が増えているため、

日本茶は新たな選択肢として大きなチャンスがあると認識しています
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外食向けプロモーションでは大きく4つの施策を実施

➢ 日本茶セミナー
➢ 商談イベント・サポート
➢ 店頭プロモーション
➢ 記事広告

本施策への参加事業者は、大手事業者を含め計16社が参加

本施策の参加事業者もJFOODOと同様の課題意識を持っています

プロモーション全体像

- 目的と戦略

図：外食向け施策のキービジュアル

「緑茶＝サービス」という根強いネガティブな状況を徐々に変えるべく、高級店では良いお茶は有償という

新しいスタンダードを作るために、主に高級和食店での有償提供事例作りに取り組みました
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＜ロゴ＞

サイズが小さくともターゲットの目に付きやすいように、
人の顔をモチーフにしています
(2017年度に作成し、2021年度も継続利用)

EC向け施策同様に、日本茶の識別マークとしてロゴを提示し他国産緑茶と差別化することで、認知度向上に資する

取り組みを進め、米国のレストラン事業者及び消費者の両面から相乗効果を期待し、プロモーションを実施しました

プロモーション全体像

- ロゴ
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施策内容と成果
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施策内容と成果

- 全容

高級和食店及び関連卸売業者を対象に、日本茶の販売メリットの認知・理解促進を図るべくセミナーを実施、

取扱い意向の高い店舗でのプロモーションを経て、ターゲットに支持されている媒体で成功事例の拡散を目指しました

【日本茶セミナー】
日本茶の販売メリットの
認知・理解促進

認知・興味関心 取扱い意向 有償提供 成功事例の横展開

【商談サポート】
日本茶事業者に対する卸売業者

との商談支援

【店頭プロモーション】
来店者の日本茶メニューの

注文促進

【記事広告】
プロモーション未参加

レストランへの成功事例の拡散



22Copyright©2022 JFOODO. All rights reserved.

高級和食店および卸売業者に対し、日本茶の販売メリットの認知・理解促進を図るため、日本茶を全米に供給する

事業者「Kettl」と、日本茶を有償提供するレストラン「Torien」を登壇者に招き、2022年2月セミナーを実施しました

施策内容と成果

- セミナーの実施（LA＆NY）

セミナーの詳細（レストラン成功事例やペアリングメニューの紹介等）
https://greentea-jfoodo.jetro.go.jp/business/

https://greentea-jfoodo.jetro.go.jp/business/
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セミナー後には、日本茶事業者と現地卸売業者との商談会を実施し、取扱い拡大に向けた素地を作りました

施策内容と成果

- 商談イベント・サポート

参加者：

日本側：16社 ／ 米国側：計68名
（19ディストリビューターを含む）
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セミナー・商談イベント後、37店舗がプロモーションに参加、うち5店舗（2022年3月末時点）において日本茶有償

メニューの新規取り扱いもしくは、既存メニューの取扱茶種拡大が決定し、更に年内にも複数の店舗が導入予定です

施策内容と成果

- 店頭プロモーション

NYレストラン MINE Craft Sushi/GONGO
www.15stmarks.com/mine-menu

NYレストラン Salt + Charcoal
www.saltandcharcoal.com/

NYレストラン WOKUNI
www.wokuninyc.com/

LAレストラン Tsujita
tsujita-usa.com/

NYレストラン Towa
www.towanyc.com/

http://www.15stmarks.com/mine-menu
http://www.saltandcharcoal.com/
http://www.wokuninyc.com/
http://www.towanyc.com/


25Copyright©2022 JFOODO. All rights reserved.

消費者に対しては日本茶の飲用意向を高め、レストランへの来店を促すことを目的に、また、外食事業者に対しては

日本茶の取扱い確立・拡大を行ったレストランの成功事例の横展開を狙うことを目的に、記事広告を出稿しました

施策内容と成果

- 記事広告

計５媒体に掲載
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プロモーションに参加した高級和食店及び卸売業者からは、日本茶の有償提供に向けた高い取扱意向を得ることが

出来、消費者に対しても日本茶の飲用意向を高める店頭プロモーションや記事広告により、成功事例を拡散しました

施策内容と成果

- プロモーション全体の成果

【日本茶セミナー】
日本茶の販売メリットの
認知・理解促進

認知・興味関心 取扱い意向 有償提供 成功事例の横展開

【商談サポート】
日本茶事業者に対する卸売業者

との商談支援

【店頭プロモーション】
来店者の日本茶メニューの

注文促進

【記事広告】
プロモーション未参加

レストランへの成功事例の拡散

高級和食店事業者 取扱意向率

97%
関連卸売事業者 取扱意向率

100%
参加店舗数

37店

掲載媒体メディアリーチ数

155万 PV/部 以上
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